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前略、今月も業務に専心いただき、ありがとうございます。連日厳しい暑さが続いております。水分補給や休養を十分に

取り、健康第一でお過ごしください。 

さて、日本を代表する作家・五木寛之氏の著書に『大河の一滴』という作品があります。読まれたことのある方もいらっし

ゃるかもしれませんが、人生や社会について多くの示唆を与えてくれる一冊です。 

生命の海から太陽の熱で蒸発した一滴の水は雲となり、雨や雪となって大地に降り注ぎます。森に降った雨は地中に染

み込み、やがて湧き水となり、小さな流れをつくります。その流れは渓流となり、大河へと合流し、最後は再び海へ戻っ

ていきます。 

この物語で「大河」は時代や社会の流れを、「一滴」は私たち一人ひとりを表しています。 

一滴だけを見れば、とても小さな存在です。しかし、その一滴一滴が集まることで大河となり、大きな流れを生み出しま

す。私たちも、社会という大きな流れを形づくるかけがえのない一人であり、自分の役割を果たしながら生きています。 

私たちが日々提供している料理や商品、そしてサービスも、一つひとつは小さな仕事かもしれません。しかし、その一つ

ひとつがお客様の喜びや思い出となり、誰かの人生に温かな影響を与えています。 

目立つ仕事ばかりが価値あるのではありません。毎日の仕込み、清掃、挨拶、盛り付け、配送、後片付けなど、誰にも気

づかれないような小さな仕事の積み重ねこそが、お客様からの信頼を築き、会社を支えているのです。 

「自分の一滴が会社を、お客様を、そして社会を動かしている」と信じて行動する。その積み重ねが、未来の徳をつくり、

より良い社会へとつながっていくのだと思います。 

暑さの厳しい毎日ですが、来月も目の前の仕事を大切に、一滴一滴を積み重ねてまいりましょう。 

【社是】 

「私たちはお客様のために常に新しいことに挑戦し、食生活に新たな価値を創造しつづけます｡」 

【モットー】 

「一膳入魂」〜うまい料理は世のため人のため〜 

すべては自分のために。 

すべてはお客様のために。 

すべては会社のために。 

すべては社会のために。 
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